
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

市民活動をしている皆さんは「もっとたくさん

の人に自分たちの活動を知ってもらいたい」と感

じ、そのためにどのように伝えたらいいか、色々

な工夫をされていることと思います。   

市民活動団体にとって、生命線ともいえる情報

発信ですが、皆さんの団体はちゃんと想いを伝え

ることができていますか？市民活動団体や NPO

が、人や情報、資金などを集めるために、情報発

信はとても重要な役割を担っています。 

人と繋がり関係を構築し広げていくこと、想い

や活動実績を伝え共感を得ることは、組織運営に

おいてもとても重要で活動の根幹を支えます。そ

こで先月、ネットワークを作り広げるために有効

な手段として、Web 上で社会的ネットワークを

構築可能にするサービスである Facebook を活

用してもらえたらと「大人のための Facebook

入門講座」を開催しました。 

 

 

ホームページの開設は、資金が限られている市

民活動団体にとってハードルが高いと言えます。

その点、Facebook は無料で自分と興味や関心の

近い人に情報が伝わりやすいシステムです。市民

活動団体の広報にも向いており、ネットワークを

ひろげることが気軽にできる広報ツールです。ス

マホからも更新可能で、リアルタイムに文字と画

像情報を同時に発信する事ができます。活動の情

報発信にFacebook をぜひ活用してみましょう。   

 

 

 

 

 

 

市民活動団体は、広報力が弱いという話を聞きま

す。イベントの開催や会員募集などで、チラシやポ

スター等を作成していることと思いますが、目に

止まりやすい魅力的なチラシを作るには、コツを

掴むための事前準備が大切です。手に取ってもら

うための工夫や、作り方のテクニックなど、視覚に

訴えるデザイン力を習得し、情報発信力と集客力

を高めましょう！  

市民活動支援センターでは、７月２７日（金）に

パソコンでのチラシ作成講座を開催します。 

今回は、講師にデザイナーの真山正太氏、PCの

操作には千葉浩二氏を迎え、効果的なチラシ作り

についてのレクチャーと、PC を使いチラシ完成ま

での実技を行います。きっと皆さんのお役に立て

る講座となりますので、ぜひご参加下さい。 

 

 

チラシもできたし、SNS でも情報発信をした。

その次は「マスコミの活用」です。具体的には、取

材要請や情報提供を行う「プレスリリース」、地域

密着型情報誌への掲載依頼など。なとらじに出演

して生の声を届けることもとても効果的です。 

様々な情報発信ツールを活用し、多くの人に活

動を知ってもらいましょう。 

 

 

 

市民活動団体にとっての情報発信 
   ～想いを伝え、つながり、ひろがるために～ 

 

活動を多くの人に知ってもらうために 

 

視覚に訴えかけるデザインで広報力 UP! 

 

リアルタイムに情報発信！ 

マスメディアも上手に活用しよう 

 

なとセンのチラシラック 

https://ja.wikipedia.org/wiki/Web
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%9A%84%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF


  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 
 

  

2015 年 9 月、ニューヨーク国連本部におい

て「国連持続可能な開発サミット」が開催され、

193 の加盟国によって「我々の世界を変革す

る：持続可能な開発のための 2030 アジェン

ダ」が全会一致で採択されました。 

国際協力や環境分野に関心のある方であれば

ご存じの方も多い「持続可能な開発目標」、通称

SDGs（エス・ディー・ジー・ズ）。「誰一人取り

残さない」という理念のもとに、17 の目標と

169 のターゲットから構築されています。 

サミットでは、貧困や飢餓、エネルギー、気

候変動、平和的社会など、持続可能な開発のた

め、この諸目標を 2030年までに達成すべく力

を尽くすことが約束されました。 

平和と公正といった問題意識を持ちながら、

あらゆる担い手が「パートナーシップの基に目

標を達成しよう」としているものです。 

 

 

東日本大震災後、名取市でも復興を進める中

で支え合う地域づくりが求められ、多種多様な

分野の団体が生まれました。課題解決に取り組

む NPO にとって SDGｓは、既に始めていたと

いう感覚でもあります。 

NPO は、活動のミッションを理解してもら

うために、時には多くのエネルギーが必要です。

しかし、この SDGs という共通の言語が出来た

ことで、社会的理解が進み協働しようとする企

業や行政に対して理解を得やすくなったと言え

ます。 

カラフルなロゴをイベントのチラシなどに掲

載する事で、国連が定めた目標に取り組んでい

ることを可視化でき、どんな分野で活動をして

いるのか一目でわかります。 

SDGs１７のゴールを実際に見てみると、大

きな組織だけのものではなく市民一人ひとりが

始められることもあります。日頃の買い物で、

環境に優しい物を選ぶ事やイベントに足を運ぶ

事など・・・、実はとても身近であることに気

が付きます。 

また「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓ

の最大の理念は、日頃から「住みよい社会」を

目指して社会的課題の解決に取り組んでいる

「市民活動」の理念とも重なります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような目標とターゲットがあるのか、気

になったらぜひ SDGsで調べてみてください。 

【国際連合広報センター http://www.unic.or.jp】 

 

 

 

持続可能な開発目標 ～SDGs～ 

  

 

身近な関わり SDGs とは？ 

NPOにとって・・・ 

 
 

 
 

2030 年に向けて世界が合意した 

※ 

※ 

※ 

アジェンダ…1.計画。予定表。協議事項。  

2.実行に移されるべき事柄 

NPO…利益の配当を目的としない、

社会貢献活動をする組織. 

市民活動…市民が自らの価値観、信念、関

心に基づき社会貢献を目的に、

自発的に行う活動 

 

（ラテン語） 

 

世界を変えるための 17 の目標 

※注記 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%82%E6%B0%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BE%A1%E5%80%A4%E8%A6%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B4%BB%E5%8B%95


特定非営利活動法人イー・エルダーは、2000

年 12 月に東京都で認証されました。その後、

宮城県出身の会員が地元に戻り、従たる事務所

として東北支部が開設されました。会員は現在

12 名、団体名が示す通り、エレクトロニクス

（イー）に強みを持つ中・高齢者（エルダー）

が中心です。長い年月に渡って培い蓄積した豊

富な知識・技術・体験といった高齢者の知恵を

社会に生かしていく仕組みを築くこと、社会課

題解決と社会貢献の輪を広げていくこと、エル

ダーの活性化が団体のミッションです。 

活動の基本は、各自が興味をもっていて、や

りたいことを自主的に行うこと。だからこそ、

一人一人の豊かな経験が生かせるのです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

主な活動は、NPO・市民活動団体の情報発信

を促すための初心者・中級者向けのホームペー

ジ作成講座。パソコン・スマホ・タブレットの

基本操作とアプリの使い方に関する個人指導、

各種講師派遣、中古パソコンの寄贈。さらには、

Web アクセシビリティ（年齢や身体状況といっ

た条件に関わらず、すべての人を対象に、どの

ような利用環境であっても情報にアクセスしや

すくすること）を推進する活動などです。 

最近では、インターネットの安心・安全な利

用という社会課題解決のために、子どもをネッ

ト犯罪から守るために総務省、文部科学省など

の協力を得て全国規模で実施されている「e-ネ

ット安心講座」で講師を務めています。イー・

エルダー東北支部の講師は、青森から宮城まで、

特に支援が行き届きにくい地方の学校を訪問す

ることが多く、NPO ならではのフットワーク

の良さを発揮しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イー・エルダー東北支部は、一緒に活動する

仲間を募っています。現支部長の昆布谷 稔さん

は「人の前で話をすることによって自ら学び、

スキルアップしたい」との思いで活動を始めま

した。きっかけは人それぞれです。 

また、前支部長の武藤正勝さんは、「ＩＴに強

い人達がいるだけでなく、デザインや障害者パ

ソコンなどいろいろなことに強みをもつ人がい

るので、困ったら一声かけてほしい。すべてが

解決できるとは限らないが、ヒントくらいは差

し上げられると思います」と名取での活動に向

けて力強く抱負を語ってくれました。 

 

  

 

  

 

  

 

e-ネット安心講座を受ける生徒の皆さん 

ホームページ講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 特定非営利活動法人イー・エルダー東北支部 
 

なとセン登録団体紹介 
 

問合わせ  

特定非営利活動法人イー・エルダー東北支部 

〒981-1232 名取市大手町 5 丁目 6-1 

TEL/FAX 022-796-8091   

Email tohoku@e-elder.jp 

URL  http://www.e-elder.jp/tohoku 

エルダーの知恵を社会貢献に生かす 

 

自らの力で生き抜くための協力・支援活動 

 

一声かけてみてください！！ 

 

なとセン貸事務室Ａに新しく入居した特定非営利活動法人イー・エルダー東北支部を紹介します。 

 

 
 

 
 

 
 

mailto:tohoku@e-elder.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※問合せ 名取市市民活動支援センター 

（☎022-382-0829） 

 

 

発 行 日  平成 30 年7 月１日         
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● 開催日 7 月 26 日（木）  

● 時 間 13：30～14：30 

14：45～15：45 

16：00～17：00 

● 会 場 名取市市民活動支援センター 

● 定 員 ３団体（個人でも可） 

● 相談料 無 料 

登録団体情報・参加者募集 
NPO 法人仙台傾聴の会 

●日 時 8 月 11日（土）  

AM9：00～お昼頃 

●会 場 増田川親水公園 

●定 員 小学生親子先着 25 組：要予約 

    （ガサガサ体験は 3 年生以上になります） 

●締切日 7 月 8日（日）  

●参加費 無料 

●持ち物 飲み物・タオル・帽子・着替え・筆記用具 

●服 装 濡れても良い服装・運動靴 

●連絡先 事務局（本同）  

☎・Fax 022-384-4778 

●日 時 7 月 8日（日）、14日（土）、21日（土） 

10：00～15：00  3 日間コース  

1 日目「傾聴の基本」「共感と受容」 

2 日目「傾聴のスキル」「ロールプレイング」 

3 日目「認知症」「コミュニケーションエクササイズ」 

●会 場 名取市市民活動支援センター  

●定 員 30 名限度  ●参加費：無料 

●修了証 3 日間全過程出席の方に修了証を 

発行いたします 

●持ち物 筆記用具、昼食、動きやすい服装  

●連絡先 NPO 法人仙台傾聴の会  

☎070-2025-8200 

 

名取市にお住まい、または、名取市内で市民活動

をしたい、既に活動している方を対象に相談会を実

施いたします。 

気軽にご相談ください。日程に関しましてはご相

談に応じますので、まずはご連絡ください。 

教えて！市民活動 専門相談会 相談者募集中 

● 開催日 7 月 27 日（金）  

● 時 間 13：30～16：00 

● 会 場 名取市市民活動支援センター 

● 定 員 20名 

● 参加費 無 料 

● 問合せ 名取市市民活動支援センター 

（☎022-382-0829） 

基礎講座  13：30～『デザインレイアウト』 

チラシ作成 14：45～『PC 操作方法』 

●講師 真山正太さん（メディアデザイン副代表） 

デザイン系高校、専門学校非常勤講師。グラフィックデ

ザイナーデザイン事務所勤務を経て現在フリー。 

●PC 講師 千葉浩二さん （メディアデザイン副代表） 

IT コーディネーター電機メーカーの開発部門で通信機器

の製品設計開発に携わった後、ICT、講座運営担当として

活動中。 
 

傾聴ってなぁに！どんなことするの？傾聴講
座は「聴き方」を身につけることで身近な人と
自分自身の心を楽にしていくための講座です。 

 

キラキラパルク増田西 

第 4 回「増田川で遊ぼう！ガサガサ体験」 

川遊びの好きな人・魚に関心のある人は、ぜ
ひ参加してください。いかだ乗りやカヤック・
ささ舟つくりなどもあります。 

 

傾聴ボランティア養成講座 in 名取 

 

平成 30 年度市民活動講座 PC で作るチラシ作成講座 

 


